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計・キー技術
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彩層・コロナ形成のためのエネルギー輸送・散逸機構を理解するためには、彩層コロナの幅広い温度帯の分光
情報の同時取得、アルフベンタイムの時間分解、コロナにおける最も小さいスケールの磁気ループの空間分解が
必要である。これには極端紫外線・真空紫外線領域の幅広い波長帯を、これまでより 1桁程度大きい有効面積に
より、0.4秒角の角度分解を行うことが条件となる。公募型小型衛星として提案された高感度 EUV/UV分光望遠
鏡 (Solar-C EUVST)は 170 – 1275 Åの波長領域においてスリット分光を行い、0.4′′の空間構造を 10秒以下程
度の時間分解能で観測するものである。我々はこの観測が成立する光学系を調査し (川手ほか、2017年秋季年会
講演)、公差解析を行うことにより、予想される空間分解能と満たすべき機械誤差を導出した。また光学素子に用
いるコーティングの反射率から、波長ごとの有効面積、輝線ごとの光子数およびプラズマ診断の際の物理量誤差
を見積もった。これらの検討の結果、時間・空間分解能やデータ量などの観測条件について、科学要求・装置要
求を満たす装置案が得られた。本講演では提案された EUVSTの装置案と光学系設計結果、期待される光学性能
について報告する。また性能を得る際にキーとなる技術について議論を行う。


